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８
月
２
日
（
同
意
日
）、『
２
０
１
８

年
度
臨
時
（
第
２
回
）
理
事
会
』
を
書

面
決
議
に
よ
り
開
催
し
、専
務
理
事
（
業
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９
月
７
日
（
同
意
日
）、『
２
０
１
８

年
度
臨
時
（
第
３
回
）
理
事
会
』
を
書

面
決
議
に
よ
り
開
催
、
以
下
の
提
案
に

つ
い
て
同
意
を
求
め
ま
し
た
。

　

①
臨
時
（
第
２
回
）
評
議
員
会
の
招

集
の
決
定
、
②
辞
任
に
伴
う
後
任
評
議

員
候
補
者
（
３
名
）
の
推
薦
、
③
辞
任

　

10
月
３
日
（
同
意
日
）、『
２
０
１
８

年
度
臨
時
（
第
２
回
）
評
議
員
会
』
を

書
面
決
議
に
よ
り
開
催
、
以
下
の
提
案

に
つ
い
て
同
意
を
求
め
ま
し
た
。

　

①
辞
任
に
伴
う
後
任
評
議
員
（
３
名
）

の
選
任
に
つ
い
て
、
②
辞
任
に
伴
う
後

任
理
事
（
２
名
）
の
選
任
に
つ
い
て
審

議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
全
員
の
同
意
確
認

を
得
、
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

７
月
21
日
（
土
）、
津
カ
ン
ト
リ
ー

倶
楽
部
（
三
重
県
津
市
）
に
お
い
て
「
第

13
回
マ
リ
ン
カ
ッ
プ　

海
難
遺
児
チ
ャ

リ
テ
ィ
コ
ン
ペ
（
主
催
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

朝
光
ク
ラ
ブ　

代
表
・
朝
香
誠
彦
理
事

長
）」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
ち
ら
の
コ
ン
ペ
は
、
ゴ
ル
フ
を
通

じ
て
漁
船
海
難
遺
児
へ
の
育
英
資
金
を

募
る
こ
と
を
開
催
趣
旨
と
し
、
参
加
費

の
一
部
を
本
会
へ
第
１
回
よ
り
毎
年
ご

寄
附
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
も
県
内
外
よ
り
ゴ
ル
フ
愛
好
家

第
13
回
マ
リ
ン
カ
ッ
プ

海
難
遺
児
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
ペ

　

９
月
21
日
（
金
）、
Ｐ
Ｇ
Ｍ
ゴ
ル
フ
リ

ゾ
ー
ト
（
沖
縄
県
国
頭
郡
恩
納
村
）
に

お
い
て
「
第
26
回
漁
船
海
難
遺
児
育
英

造
成
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
（
主

催
：
漁
船
海
難
遺
児
育
英
資
金
造
成
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
実
行
委
員

会
）」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
ち
ら
の
ゴ
ル
フ
大
会
は
、
海
難
等

の
事
故
に
よ
り
犠
牲
と
な
っ
た
漁
業
者

の
子
弟
が
将
来
社
会
に
貢
献
で
き
る
人

材
に
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
い
、

本
会
事
業
を
支
援
す
る
全
国
的
な
資
金

造
成
活
動
の
一
環
お
よ
び
、
県
内
の
遺

児
に
対
す
る
財
政
的
支
援
を
目
的
と
し

て
、
沖
縄
県
漁
協
参
事
会
が
中
心
と
な

り
、
各
漁
協
・
水
産
諸
団
体
の
ご
協
力

の
も
と
毎
年
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

当
日
は
約
74
組
２
８
０
名
が
参
加
さ

れ
、
早
朝
よ
り
プ
レ
ー
を
楽
し
ま
れ
ま

し
た
。
プ
レ
ー
終
了
後
の
表
彰
式
で
上

第
26
回
漁
船
海
難
遺
児
育
英
資
金
造
成

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

　

本
会
普
及
指
導
事
業
の
１
つ
で
あ
る

奨
学
生
・
保
護
者
交
流
活
動
『
２
０
１

８
ふ
れ
あ
い
旅
行
』
を
、
７
月
27
日
か

ら
２
泊
３
日
の
日
程
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

こ
の
活
動
は
、
①
体
験
活
動
を
通
じ

て
子
供
た
ち
が
「
友
情
の
輪
を
広
げ
」、

か
つ
「
生
き
る
力
」
を
学
ぶ
場
を
提
供

す
る
こ
と
、
②
保
護
者
間
の
交
流
の
場

を
提
供
す
る
こ
と
、
③
親
子
で
貴
重
な

時
間
と
体
験
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
さ

ら
に
家
族
の
絆
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
２
０
１
０
年
度
よ
り
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
８
回
目
と
な
る
今
年
度

は
全
国
か
ら
募
集
し
た
奨
学
生
（
小
２

～
中
３
）
と
そ
の
保
護
者
計
33
名
を
無

料
で
招
待
し
、静
岡
県
伊
豆
の
国
市
【
長

岡
温
泉
・
沼
津
・
修
善
寺
周
辺
】
を
訪

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す

全
国
協
議
会
（
Ｊ
Ｆ
全
漁
連
）
か
ら
漁

政
部
檜
垣
参
事
、
Ｊ
Ｆ
共
水
連
か
ら
普

及
・
研
修
部
内
田
次
長
を
お
招
き
し
、

集
合
場
所
と
な
っ
た
コ
ー
プ
ビ
ル
に
て

結
団
式
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
コ

ー
プ
ビ
ル
内
の
皆
さ
ん
に
見
送
ら
れ
現

地
へ
出
発
し
た
一
行
は
、
結
団
式
で
の

宣
誓
ど
お
り
、
３
日
間
仲
間
た
ち
と
楽

し
い
夏
の
思
い
出
作
り
に
励
み
ま
し

た
。

　

こ
の
旅
行
の
企
画
・
運
営
に
あ
た
っ

て
く
だ
さ
っ
た
ワ
ン
パ
ク
大
学
の
皆
さ

ん
は
じ
め
、
グ
ッ
ズ
や
ア
イ
ス
を
ご
提

供
い
た
だ
い
た
各
関
係
団
体
の
皆
さ

ま
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
多
く
の
皆
さ

ま
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
参
加
者
数
】

33
名
〔
奨
学
生
20
名
／
保
護
者
13
名
〕

【
ス
タ
ッ
フ
数
】

７
名
〔
ワ
ン
パ
ク
大
学
３
名
（
ガ
バ
チ

ョ
・
ズ
ミ
・
カ
ツ
オ
）
／
全
励
協
（
Ｊ

Ｆ
全
漁
連
）
職
員
１
名
／
本
会
職
員
３

名
〕

【
宿
泊
先
】

伊
豆
長
岡
温
泉　

ホ
テ
ル　

天
坊

〒
４
１
０
―
２
２
１
１

静
岡
県
伊
豆
の
国
市
長
岡
４
３
１
―
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
５
―
９
４
７
―
１
９
１
９

【
協
賛
団
体
】

◦ 

Ｊ
Ｆ
全
漁
連

◦ 

Ｊ
Ｆ
共
水
連

◦ 

Ｊ
Ｆ
全
国
女
性
連

◦ 

（
一
財
）
中
央
漁
業
操
業
安
全
協
会

※
順
不
同
・
敬
称
略

〈
関
連
記
事
2
面
〉

▲表彰式にて、上原会長と米田事務局長

　

10
月
２
日
、
本
会
理
事
長
・
鈴
木
俊

一
が
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
担
当
大
臣

を
辞
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
伴
い
、
本
会
で
は
大
臣

就
任
時
「
政
務
三
役
規
範
（
平
成
13
年

閣
議
決
定
）」
に
よ
り
、
休
職
扱
い
と

し
、
副
理
事
長
・
岸
宏
が
理
事
長
職
務

を
代
行
し
て
お
り
ま
し
た
が
10
月
３
日

付
で
、
本
会
理
事
長
を
復
職
扱
い
と
致

し
ま
す
。

理
事
長
の
復
職
に
つ
い
て

原
大
会
会
長
（
Ｊ
Ｆ
沖
縄
漁
連
会
長
）

よ
り
目
録
を
受
け
取
っ
た
本
会
米
田
事

務
局
長
は
、「
皆
さ
ま
方
の
ご
趣
旨
に

添
い
、
海
難
遺
児
の
育
英
事
業
の
た
め

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
謝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

大
会
関
係
者
は
じ
め
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
多
く
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

２
０
１
８
年
度

臨
時
（
第
２
回
）
理
事
会

務
執
行
理
事
）
の
選
定
に
つ
い
て
理
事

に
同
意
、
監
事
に
確
認
を
求
め
、
全
員

の
同
意
確
認
を
得
、
承
認
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

【
新
任
者
ご
芳
名
】

▽
専
務
理
事
―
大
森
敏
弘
氏
（
全
国
漁

業
協
同
組
合
連
合
会
常
務
理
事
）

に
伴
う
後
任
理
事
候
補
者
（
２
名
）
の

推
薦
、
④
辞
任
に
伴
う
後
任
奨
学
生
選

考
委
員
（
１
名
）
の
選
任
、
⑤
辞
任
に

伴
う
後
任
育
英
事
業
運
営
検
討
委
員

（
１
名
）
の
選
任
に
つ
い
て
、
理
事
に

同
意
、
監
事
に
確
認
を
求
め
、
全
員
の

同
意
確
認
を
得
、
承
認
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

【
新
任
者
ご
芳
名
】

▽
奨
学
生
選
考
委
員
、
育
英
事
業
運
営

検
討
委
員
―
松
田
稔
氏
（
日
本
漁
船
保

険
組
合
専
務
理
事
）

【
新
任
者
ご
芳
名
】

▽
評
議
員

山
田
歳
彦
氏
（
山
口
県
漁
業
協
同
組

合
専
務
理
事
）

髙
平
真
二
氏
（
長
崎
県
漁
業
協
同
組

合
連
合
会
代
表
理
事
会
長
）

金
田
章
治
氏
（
船
員
災
害
防
止
協
会

専
務
理
事
）

▽
理
事

松
田
稔
氏
（
日
本
漁
船
保
険
組
合
専

務
理
事
）

篠
田
幸
昌
氏
（
一
般
社
団
法
人
全
国

水
産
卸
協
会
専
務
理
事
）

２
０
１
８
年
度

臨
時
（
第
３
回
）
理
事
会

２
０
１
８
年
度

臨
時
（
第
２
回
）
評
議
員
会

１
８
０
名
が
参
加
し
存
分
に
ク
ラ
ブ
を

振
る
わ
れ
、
関
連
イ
ベ
ン
ト
で
は
Ｊ
Ｆ

三
重
県
漁
連
・
三
重
県
漁
協
女
性
部
に

よ
る
郷
土
料
理
の
実
演
、
津
・
高
虎
太

鼓
（
津
打
の
会
）
の
演
奏
、
ス
ナ
ッ
グ

ゴ
ル
フ
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
な
行
事
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

コ
ン
ペ
終
了
後
の
表
彰
式
で
目
録
を

受
け
取
っ
た
本
会
米
田
事
務
局
長
は
、

「
皆
さ
ま
方
の
ご
趣
旨
に
添
い
、
海
難

遺
児
の
育
英
事
業
の
た
め
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
述
べ
、
朝
香
理

事
長
に
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

　

大
会
関
係
者
は
じ
め
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
多
く
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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７月２９日（日）：３日目 

７月２７日（金）：１日目 

７月２８日（土）：２日目 

13：30　解散（東京駅）

10：00　沼津港深海水族館 見学

「生きた化石」シーラカンスの
冷凍保存（上）
はく製（左）。

～「参加者の声」は次号でご紹介します。～

13：15　結団式
来賓ご挨拶

14：00　出発
恒例となっておりますコープビル皆さんのお見送り。

16：45　三島スカイウォーク散策
日本一長い大つり橋…高所恐怖症にはきつかった。

18：30　夕食（交流プログラム）

元気に「行ってきま～す (^^)/」

21：30　消灯

夕食後、子ども達は「花火大会」「ゲーム」
と、イベント盛りだくさん !(^^)!
この辺りから子ども達の笑顔が増えて
きます。

お母さんたちは、久々に夕飯の支度も、
後片付けも考えすに、子ども達を観戦し
たり、おしゃべりしたり♡とにかく
ゆっくり楽しんでもらいます。

子ども達は、ワンパク大学スタッフと就寝。
お母さんたちは各お部屋にて、のんびりしたり、温泉を満喫。

ＪＦ全漁連 漁政部

檜垣参事

ＪＦ共水連 普及・研修部

内田次長

7：30　朝食
朝もワンパク大学のスタッフ
が、みんなのお兄さんとなり、
一緒に食べてくれます。
お母さんは、時間に間に合う
ように自分の支度だけすれば
いいんですよ‼

9：00　伊豆ベロドローム
2020 年の東京オリンピック

「自転車競技」会場を見学。
普段見たことのない、競技場
の斜面のすごさや、自転車の
スピードに驚きました。

9：30　卓球大会

卓球初心者の方が多い中、体育でやって
いる子ども達は大活躍！

歯医者さんで型をとる時に使用する、石膏（せっこう）を使って
貝殻をならべて、絵の具で色を付ける体験をしました。
石膏はすぐに固まってしまうので、2 人で協力して作っていました。

18：00　夕食（卓球大会表彰式）～ 子ども達は「ふれあいタイム」

トドの「てつまる」
アッカンベーをする姿がとっても
可愛い♥

イルカのショー
おねえさんと息の合った
ジャンプはお見事！

17：10　クラフト体験

14：15　三津シーパラダイス

12：30 昼食（ランチバイキング）
【中伊豆ワイナリーシャトー】

ワイン工場の見学もし、お勉強もしました。

卓球で力を出し切った
ようです !(^^)!

移動

卓球初心者の方が多い中、体育でやって卓球初心者の方が多い中、体育でやって卓球初心者の方が多い中、体育でやって

中学男子による「選手宣誓」。
全国の方言 ?? なのか、
イントネーションで笑いが…
おきてました。

「家族対抗戦」「男女別対抗戦」「保護者対抗戦」と、3 対抗戦を実施。
お母さんと同じチームで照れ臭そうにしている子や、年下のお友達を教えてあげている子。
ひたすら練習する子。たくさんの思い出の中、やはり印象的なのがお母さんたちの盛り上がり‼‼
お母さんたちは何事も一生懸命でした（笑）
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７
月
31
日
（
火
）、
本
会
事
務
所
（
東

京
都
千
代
田
区
）
に
て
「
２
０
１
８
年

度
第
２
回
奨
学
生
選
考
委
員
会
」
を
開

催
し
、「
奨
学
生
出
願
者
（
７
月
15
日
締

切
）
の
選
考
」
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し

た
。
こ
の
結
果
、
学
資
給
与
奨
学
生
と

し
て
幼
児
１
名
、
中
学
生
３
名
、
高
校

生
１
名
、
合
計
５
名
が
採
用
さ
れ
ま
し

た
。

　

な
お
、
新
規
奨
学
生
を
加
え
た
９
月

末
現
在
の
奨
学
生
数
は
、
別
表
（
最
終

頁
記
載
）「
都
道
府
県
別
奨
学
生
数
」
の

と
お
り
で
す
。

２
０
１
８
年
度

第
２
回
奨
学
生
選
考
委
員
会

＊
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
か
げ
様
で
3
年
間
大
学
に
通
え
て
い

ま
す
。
今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 

（
熊
本　

大
3
：
男
）

＊
暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

（
埼
玉
県
）

＊
も
う
す
ぐ
夏
休
み
で
す
。
い
ろ
い
ろ

と
楽
し
い
計
画
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
注

意
し
て
一
歩
二
歩
。 

（
埼
玉
県
）

＊
夏
休
み
は
御
子
さ
ん
に
と
っ
て
は
楽

し
く
も
あ
り
、
又
、
危
険
で
も
あ
り
ま

す
。
大
人
達
も
又
、
気
が
抜
け
ま
せ
ん

ね
。 

（
埼
玉
県
）

高
浜
彰
前
専
務
を
偲
ぶ

　

７
月
13
日
の
早
朝
、
出
張
先
の
岡
山

の
ホ
テ
ル
に
、
全
漁
連
か
ら
電
話
が
あ

り
、
育
英
会
の
高
浜
専
務
が
亡
く
な
っ

た
と
の
知
ら
せ
を
受
け
ま
し
た
。
あ
ま

り
に
突
然
の
こ
と
で
あ
り
、
私
は
、
た

だ
た
だ
絶
句
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

高
浜
君
が
育
英
会
の
専
務
に
就
任
し

た
の
は
今
年
の
４
月
の
こ
と
で
、
そ
の

慰
労
を
兼
ね
て
全
漁
連
の
田
中
漁
政
部

長
と
と
も
に
一
献
傾
け
た
の
が
５
月
の

末
で
し
た
。
そ
の
時
に
彼
が
元
気
一
杯

に
育
英
会
の
将
来
方
向
な
ど
を
語
っ
て

く
れ
た
ば
か
り
で
も
あ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
大
切
な
後
輩
に
先
立
た
れ
た
こ
と

が
本
当
に
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

高
浜
君
は
徳
島
県
の
漁
村
出
身
で
、

昭
和
59
年
に
水
産
大
学
校
を
卒
業
し
て

全
漁
連
に
入
会
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
当

時
、
私
は
全
漁
連
の
採
用
担
当
の
部
署

に
お
り
、
彼
が
水
産
大
学
校
の
チ
ュ

ニ
ッ
ク
姿
で
役
員
面
接
に
臨
ん
だ
時
か

ら
面
倒
を
見
さ
せ
て
も
ら
っ
た
関
係

で
、
上
下
関
係
を
あ
ま
り
気
に
せ
ず
、

31
年
に
亘
っ
て
親
し
く
付
き
合
わ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
高
浜
君
の
熱
烈
な
阪

神
タ
イ
ガ
ー
ズ
フ
ァ
ン
は
あ
ま
り
に
有

名
で
し
た
が
、
ギ
タ
ー
を
弾
き
語
り
す

る
な
ど
趣
味
も
多
彩
で
、
読
書
量
も
多

岐
に
亘
っ
て
い
て
よ
く
驚
か
さ
れ
た
も

の
で
す
。
ま
た
、
彼
が
平
成
11
年
か
ら

10
年
ほ
ど
漁
政
部
で
勤
務
し
て
い
た
頃

に
、
魚
食
普
及
の
一
環
で
、
今
で
は
メ

ジ
ャ
ー
と
な
っ
た
さ
か
な
ク
ン
を
世
に

出
し
た
の
も
彼
の
功
績
が
大
き
く
、
さ

か
な
ク
ン
は
お
通
夜
に
も
足
を
運
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

高
浜
君
は
気
さ
く
で
明
る
い
性
格
で

あ
り
つ
つ
、
な
ん
で
も
腹
を
割
っ
て
話

が
で
き
る
私
に
と
っ
て
本
当
に
信
頼
の

お
け
る
人
で
し
た
。
特
に
、
平
成
23
年

か
ら
２
年
間
、
私
の
も
と
で
全
漁
連
の

漁
政
部
長
を
２
年
間
勤
め
て
い
た
だ

き
、
燃
油
高
騰
に
対
す
る
画
期
的
な
コ

ス
ト
低
減
対
策
を
実
現
さ
せ
た
手
腕
は

今
で
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

育
英
会
が
２
年
後
に
創
立
50
周
年
の
節

目
と
な
る
こ
と
も
あ
り
、
高
浜
君
に
育

英
会
の
専
務
を
長
く
引
き
受
け
て
も
ら

う
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
関
係
者
の
一

人
と
し
て
、
本
当
に
残
念
で
な
り
ま
せ

ん
。
後
任
が
決
ま
る
ま
で
の
間
、
私
が

　

育
英
会
の
専
務
を
ピ
ン
チ
ヒ
ッ
タ
ー

で
兼
務
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

た
の
も
何
か
の
縁
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

高
浜
君
の
遺
志
を
引
き
継
ぎ
、
粛
々
と

業
務
に
邁
進
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

合
掌
。

大 

森 

敏 

弘

訃
報

　

本
会
前
専
務
理
事
高
浜
彰
儀
。（
享
年
57
歳
）

7
月
13
日
、
急
性
虚
血
性
心
疾
患
の
た
め
急
逝

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
生
前
の
ご
厚
誼
に
深
く
感
謝
い
た
す

と
と
も
に
謹
ん
で
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　

10
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で
１
か
月

間
、「
平
成
30
年
度 

全
国
漁
船
安
全
操

業
推
進
月
間
（
幹
事
団
体
：
（
一
社
）

大
日
本
水
産
会
）」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
月
間
の
目
的
は
（
1
）
漁
船
安
全

操
業
に
関
す
る
漁
業
者
意
識
の
向
上

（
2
）
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
着
用
率
の

向
上
等
に
よ
る
人
身
事
故
発
生
の
減
少

（
3
）
安
全
航
行
・
安
全
操
業
の
徹
底

や
Ａ
Ｉ
Ｓ
（
船
舶
自
動
識
別
装
置
）
の

普
及
促
進
等
に
よ
る
漁
船
海
難
事
故
の

防
止
。
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

【幹事団体】 （一社）大日本水産会
【協賛】全国漁業協同組合連合会、全国共済水産業協同組合連合会、日本漁船保険組合

（公財）漁船海難遺児育英会、（一財）中央漁業操業安全協会、（一社）全国漁業無線協会、NPO法人水産業・漁村活性化推進機構
（一社）全国漁業就業者確保育成センター

【後援】水産庁、国土交通省、海上保安庁、運輸安全委員会、海難審判所

平成30年10月1日（月）～31日（水）

見張り不十分など人為的要因による衝突事故が
9割以上を占めています。操業中にあっても
「適切な見張り」を徹底するとともに居眠り操
船は止めましょう！

資料：海上保安庁「海難の現況と対策」

ライフジャケット着用者の海中転落時の死亡率
は、非着用の場合に比べて約半分となっていま
す。ライフジャケットの着用は命を守るために
も必要不可欠なものです！

（単位：千人率）

26年度 27 28

(2014) (2015) (2016)

9 .7 8 .7 8 .5

　 　　漁船 13.5 11.9 12.8

　 　　一般船舶 7.3 7.0 6.5

2 .3 2 .2 2 .2

　　林業 26.9 27.0 31.2

　　鉱業 8.1 7.0 9.2

　　運輸業（陸上貨物） 8.4 8.2 8.2

　　建設業 5.0 4.6 4.5

　船員(全船種)

　陸上労働者（全産業）

全
産
業

平
均
の

約
６
倍

船員及び陸上労働者災害発生率の推移

資料：海上保安庁「海難の現況と対策」

漁業労働災害を防止するため、「カイゼン講習会」を活用して、「安全推進員」を養成しましょう！
カイゼン講習会の詳細は、一般社団法人 全国漁業就業者確保育成センターのホームページをご覧ください！
お問い合わせ先：03-5545-1617
〔安全事業関係資料〕http://shuugyousha.org/pdf/anzen/annnai2014.pdf

注:1)小型船舶（漁船）の船室外の甲板上では、原則、すべての乗船者にライフジャケ
ットを着用させることが船長の義務になりました。着用義務の対象となる場合、
原則として、国が安全性を確認した旨の桜マークのあるライフジャケットを着用し
なければなりません。

2)船員法が適用される漁船において作業を行う場合には、命綱、安全ベルト又は
作業用救命衣を使用することが義務付けられています。

安全航行・安全操業の徹底
ＡＩＳ導入による衝突事故の防止
ライフジャケットの常時着用

海のもしもは118番 !

見
張
り
は
し
っ
か
り
、
心
は
ゆ
っ
た
り

安
全
操
業
・無
事
の
帰
港
は
家
族
の
願
い
！

写真提供：（国研）水産研究・教育機構 水産工学研究所

資料：国土交通省「船員災害疾病発生状況報告（船員法第111条）集計書」

漁船の災害発生率は、陸上における全産業の平
均災害発生率の５～６倍と高い水準が続いてい
ます。安全操業に心がけ労働災害を防止しま
しょう！

注:1)陸上労働者の災害発生率（暦年）は、厚生労働省の「職場あんぜんサイト」で
公表されている統計値。

2)災害発生率は、職務上休業４日以上の死傷者の数値。

生存

48%

死亡

52% 非着用

生存

75%

死亡

25%

着用

約１／２

漁船からの海中転落者の生存／死亡率（Ｈ25年～29年の平均値）

見張り

不十分

（73%）

操船不適切
（10%）

居眠り運行

（9%）

船位不確認
（1%）

気象海象

不注意

（1%）

不可抗力

（5%）

その他

（1%）

⼈為的要因が
９割以上

漁船衝突事故の事故種類別の割合（Ｈ25～29年の平均値）

全
国
漁
船
安
全
操
業
推
進
月
間

漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
全
国
協
議
会

事
務
局　

青
木

　

今
年
で
８
回
目
の
開
催
と
な
る
ふ
れ

あ
い
旅
行
は
、
初
参
加
の
親
子
５
組
12

名
と
リ
ピ
ー
タ
ー
の
親
子
８
組
21
名

（
奨
学
生
20
名
、
保
護
者
13
名
）
に
よ

り
実
施
さ
れ
、
今
回
、
貸
切
り
バ
ス
の

座
席
が
ほ
ぼ
満
席
と
な
る
状
況
で
あ
っ

た
。

　

心
配
さ
れ
た
2
日
目
の
「
強
い
台
風

12
号
」
の
影
響
は
、
一
行
が
宿
に
到
着

し
た
と
た
ん
に
風
雨
が
強
ま
っ
た
も
の

の
、
ほ
ぼ
行
程
へ
の
影
響
は
な
か
っ
た
。

　

今
回
は
、
静
岡
県
伊
豆
長
岡
と
修
善

寺
界
隈
を
堪
能
。

　

修
善
寺
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
で
行
わ
れ
た
卓
球
大
会
で
は
、
子
ど

も
た
ち
は
意
外
と
冷
静
に
ゲ
ー
ム
に
臨

ん
で
い
た
が
、
お
か
あ
さ
ん
た
ち
が
大

い
に
盛
り
上
が
り
、
そ
の
歓
声
で
曇
り

空
を
吹
き
飛
ば
し
て
い
た
。

　

一
部
マ
ニ
ア
で
人
気
の
沼
津
港
深
海

水
族
館
シ
ー
ラ
カ
ン
ス
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
で
は
、
冷
凍
保
存
さ
れ
た
生
き
た
化

石
「
シ
ー
ラ
カ
ン
ス
」、
ブ
サ
カ
ワ
の

ぬ
い
ぐ
る
み
が
人
気
と
な
っ
た
深
海
の

ダ
ン
ゴ
ム
シ
「
オ
オ
グ
ソ
ク
ム
シ
」
等
、

興
味
深
い
深
海
の
生
物
の
展
示
に
、
改

め
て
、
海
の
偉
大
さ
を
実
感
。
今
回
も

楽
し
い
行
程
が
盛
り
だ
く
さ
ん

の
旅
と
な
っ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
同
じ
境
遇
を
有

す
る
も
の
同
士
、
初
参
加
の
子

ど
も
た
ち
を
含
め
、
見
え
な
い

絆
は
が
っ
ち
り
つ
な
が
っ
た
。

＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊

　

ふ
れ
あ
い
旅
行
を
卒
業
し
た

子
ど
も
た
ち
、
楽
し
い
高
校
生

活
送
っ
て
い
ま
す
か
～
？

　

い
ろ
い
ろ
迷
い
な
が
ら
、
楽
し

い
３
年
間
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
ね
～

　

こ
れ
か
ら
も
、
み
ん
な
の
こ
と
を
応

援
し
て
い
ま
す
よ
～

　

お
か
あ
さ
ん
の
こ
と
は
、
引
き
続
き

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
ね
～

ふ
れ
あ
い
旅
行
に
同
行
し
て

◀冷凍保存された
生きた化石
「シーラカンス」

◀ブサカワのぬいぐ
るみが人気なった
深海のダンゴムシ
「オオグソクムシ」

漁
船
海
難
遺
児
育
英
会
専
務
理
事

（
Ｊ
Ｆ
全
漁
連
常
務
理
事
）



育 英 会 だ よ り 2018年10月5日（ 4 ）

漁 船 海 難 遺 児 に 愛 の 手 を ! ! 　 水 色 の 羽 根 募 金

第 169 号
　

２
０
１
８
年
６
月
か
ら
８
月
ま
で
に

ご
寄
附
を
頂
い
た
皆
さ
ま
の
ご
芳
名

（
敬
称
略
）
を
掲
げ
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

〔
６
月
〕
◎
北
海
道
▽
加
藤
茂
子
▽
本

間
雅
彦
▽
山
口
若
生
◎
岩
手
県
▽
長
澤

浩
美
◎
宮
城
県
▽
鎌
内
浩
▽
畠
山
和
子

◎
秋
田
県
▽
山
岸
剛
◎
茨
城
県
▽
常
盤

和
己
◎
埼
玉
県
▽
岩
山
裕
史
▽
内
海
和

彦
▽
古
関
和
則
▽
小
林
哲
朗
▽
鈴
木
基

之
▽
田
口
昭
博
▽
深
瀨
茂
哉
▽
松
本
安

裕
◎
千
葉
県
▽
猪
苗
代
健
一
▽
大
類
裕

久
▽
斎
藤
信
夫
▽
坂
口
は
つ
子
▽
宮
澤

敏
彦
▽
若
林
満
◎
東
京
都
▽
飯
島
孝
夫

▽
勝
野
輝
美
▽
㈱
洸
洋
代
表
取
締
役
礒

野
洋
志
▽
タ
ー
ボ
マ
シ
ン
ジ
ャ
パ
ン
㈱

▽
髙
田
明
生
▽
戸
田
滿
弘
▽
長
屋
信
博

▽
根
本
京
子
▽
長
谷
成
人
▽
本
川
一
善

▽
水
田
正
和
▽
森
健
▽
渡
邊
千
鶴
子
◎

神
奈
川
県
▽
大
森
敏
弘
▽
越
智
豊
子
▽

佐
藤
明
美
▽
中
村
芳
正
▽
正
木
勝
美
◎

静
岡
県
▽
古
寺
建
二
◎
山
口
県
▽
熊
谷

佐
枝
子

〔
７
月
〕
◎
北
海
道
▽
加
藤
茂
子
▽
本

間
雅
彦
▽
山
口
若
生
◎
岩
手
県
▽
長
澤

浩
美
◎
宮
城
県
▽
鎌
内
浩
▽
畠
山
和
子

◎
茨
城
県
▽
常
盤
和
己
◎
埼
玉
県
▽
岩

山
裕
史
▽
内
海
和
彦
▽
古
関
和
則
▽
小

林
哲
朗
▽
鈴
木
基
之
▽
田
口
昭
博
▽
深

瀨
茂
哉
▽
松
本
安
裕
◎
千
葉
県
▽
猪
苗

代
健
一
▽
大
類
裕
久
▽
坂
口
は
つ
子
▽

宮
澤
敏
彦
▽
若
林
満
◎
東
京
都
▽
飯
島

孝
夫
▽
勝
野
輝
美
▽
㈱
洸
洋
代
表
取
締

役
礒
野
洋
志
▽
タ
ー
ボ
マ
シ
ン
ジ
ャ
パ

ン
㈱
▽
髙
田
明
生
▽
戸
田
滿
弘
▽
長
屋

信
博
▽
根
本
京
子
▽
長
谷
成
人
▽
本
川

一
善
▽
水
田
正
和
▽
森
健
▽
渡
邊
千
鶴

子
◎
神
奈
川
県
▽
大
森
敏
弘
▽
越
智
豊

子
▽
佐
藤
明
美
▽
正
木
勝
美
▽
大
和
陸

子
◎
静
岡
県
▽
古
寺
建
二
◎
山
口
県
▽

熊
谷
佐
枝
子
◎
長
崎
県
▽
寺
島
和
子

〔
８
月
〕
◎
北
海
道
▽
加
藤
茂
子
▽
北

海
道
信
漁
連
職
員
会
▽
本
間
雅
彦
▽
山

口
若
生
◎
岩
手
県
▽
長
澤
浩
美
◎
宮
城

県
▽
畠
山
和
子
◎
茨
城
県
▽
常
盤
和
己

◎
埼
玉
県
▽
岩
山
裕
史
▽
内
海
和
彦
▽

古
関
和
則
▽
小
林
哲
朗
▽
鈴
木
基
之
▽

田
口
昭
博
▽
深
瀨
茂
哉
▽
松
本
安
裕
◎

千
葉
県
▽
石
山
新
悟
▽
猪
苗
代
健
一
▽

大
類
裕
久
▽
坂
口
は
つ
子
▽
宮
澤
敏
彦

▽
若
林
満
◎
東
京
都
▽
飯
島
孝
夫
▽
勝

野
輝
美
▽
㈱
洸
洋
代
表
取
締
役
礒
野
洋

志
▽
タ
ー
ボ
マ
シ
ン
ジ
ャ
パ
ン
㈱
▽
髙

田
明
生
▽
戸
田
滿
弘
▽
長
屋
信
博
▽
根

本
京
子
▽
長
谷
成
人
▽
本
川
一
善
▽
水

田
正
和
▽
渡
邊
千
鶴
子
◎
神
奈
川
県
▽

大
森
敏
弘
▽
越
智
豊
子
▽
佐
藤
明
美
▽

正
木
勝
美
◎
静
岡
県
▽
古
寺
建
二
◎
山

口
県
▽
熊
谷
佐
枝
子

１
、
漁
協
系
統
募
金
（
各
都
道
府
県
の

漁
連
、
信
漁
連
等
で
構
成
す
る
「
漁
船

海
難
遺
児
を
励
ま
す
地
方
協
議
会
（
略

称
・
地
励
協
）」
等
で
取
り
扱
っ
た
分
で
、

一
般
寄
附
を
含
み
ま
す
。）

〔
６
月
〕
◎
青
森
県
▽
常
夜
燈
み
な
と
祭

実
行
委
員
会
◎
富
山
県
▽
Ｊ
Ｆ
く
ろ
べ

―
自
販
機
売
上
一
部
―
㈱
ワ
ン
ハ
ー
ト

経
由
◎
静
岡
県
▽
Ｊ
Ｆ
清
水
用
宗
支
所

▽
用
宗
漁
港
ま
つ
り
実
行
委
員
会
◎
京

都
府
▽
髙
井
潤
一
―
香
典
返
し
の
一
部

と
し
て
◎
佐
賀
県
有
明
▽
Ｊ
Ｆ
佐
賀
有

明
海
南
川
副
支
所
◎
長
崎
県
▽
な
ぎ
さ

会
（
漁
連
Ｏ
Ｂ
会
）
◎
熊
本
県
▽
第
68

回
浅
海
増
殖
研
究
発
表
全
国
大
会
募
金

◎
沖
縄
県
▽
Ｊ
Ｆ
糸
満
／
㈾
カ
ワ
ヒ
ラ

商
会
―
自
販
機
売
上
一
部
―
ダ
イ
ド
ー

ド
リ
ン
コ
㈱
沖
縄
オ
フ
ィ
ス
経
由

〔
７
月
〕
◎
青
森
県
▽
Ｊ
Ｆ
む
つ
市
▽

Ｊ
Ｆ
易
国
間
▽
Ｊ
Ｆ
横
浜
町
▽
Ｊ
Ｆ
階

上
▽
Ｊ
Ｆ
外
ヶ
浜
▽
Ｊ
Ｆ
青
森
市
▽
Ｊ

Ｆ
白
糠
▽
Ｊ
Ｆ
八
戸
鮫
浦
▽
Ｊ
Ｆ
蓬
田

村
◎
岩
手
県
▽
Ｊ
Ｆ
岩
手
県
女
性
連
◎

茨
城
県
▽
Ｊ
Ｆ
平
潟
◎
千
葉
県
▽
Ｊ
Ｆ

千
葉
漁
連
木
更
津
あ
さ
り
事
業
所
／
Ｊ

Ｆ
富
津
―
自
販
機
売
上
一
部
―
コ
カ
・

コ
ー
ラ
イ
ー
ス
ト
ジ
ャ
パ
ン
㈱
（
利
根
）

木
更
津
支
店
経
由
◎
東
京
都
▽
Ｊ
Ｆ
御

蔵
島
村
◎
富
山
県
▽
Ｊ
Ｆ
く
ろ
べ
―
自

販
機
売
上
一
部
―
㈱
ワ
ン
ハ
ー
ト
経
由

◎
福
井
県
▽
Ｊ
Ｆ
越
前
町
▽
Ｊ
Ｆ
若
狭

高
浜
▽
Ｊ
Ｆ
福
井
漁
連
越
前
支
所
・
小

浜
支
所
◎
三
重
県
▽
（
特
非
）
朝
光
ク

ラ
ブ
―
第
13
回
マ
リ
ン
カ
ッ
プ
◎
山
口

県
▽
Ｊ
Ｆ
山
口
県
女
性
部
▽
Ｊ
Ｆ
山
口

下
関
南
風
泊
支
店
・
吉
佐
支
店
山
口
支

所
◎
長
崎
県
▽
Ｊ
Ｆ
阿
須
湾
▽
Ｊ
Ｆ
宇

久
小
値
賀
▽
Ｊ
Ｆ
上
県
町
▽
Ｊ
Ｆ
生
月

▽
Ｊ
Ｆ
大
瀬
戸
町
▽
竹
村
春
人
▽
長
崎

大
学
鴻
洋
祭
実
行
委
員
会
▽
Ｊ
Ｆ
豊
玉

町
水
崎
支
所
◎
沖
縄
県
▽
Ｊ
Ｆ
糸
満
／

㈾
カ
ワ
ヒ
ラ
商
会
―
自
販
機
売
上
一
部

―
ダ
イ
ド
ー
ド
リ
ン
コ
㈱
沖
縄
オ
フ
ィ

ス
経
由

〔
８
月
〕
◎
青
森
県
▽
Ｊ
Ｆ
三
沢
市
▽

Ｊ
Ｆ
泊
◎
秋
田
県
▽
秋
田
県
漁
業
協
同

組
合
船
川
総
括
支
所
女
性
部
◎
埼
玉
県

▽
高
浜
尚
美
◎
富
山
県
▽
Ｊ
Ｆ
く
ろ
べ

―
自
販
機
売
上
一
部
―
㈱
ワ
ン
ハ
ー
ト

経
由
◎
静
岡
県
▽
Ｊ
Ｆ
伊
豆
南
伊
豆
支

所
◎
福
井
県
▽
Ｊ
Ｆ
小
浜
市
／
Ｊ
Ｆ
福

井
信
漁
連
若
狭
支
店
◎
兵
庫
県
▽
Ｊ
Ｆ

岩
見
◎
愛
媛
県
▽
Ｊ
Ｆ
宮
窪
町
◎
沖
縄

県
▽
Ｊ
Ｆ
糸
満
／
㈾
カ
ワ
ヒ
ラ
商
会
―

自
販
機
売
上
一
部
―
ダ
イ
ド
ー
ド
リ
ン

コ
㈱
沖
縄
オ
フ
ィ
ス
経
由

２
、
一
般
寄
附

〔
６
月
〕
◎
埼
玉
県
▽
小
野
沢
通
◎
千

葉
県
▽
Ｊ
Ｆ
新
勝
浦
市
／
Ｊ
Ｆ
勝
浦
―

勝
浦
港
カ
ツ
オ
ま
つ
り
募
金
―
Ｊ
Ｆ
共

水
連
関
東
東
海
事
業
本
部
千
葉
支
店
経

由
◎
東
京
都
▽
若
井
克
友
▽
石
﨑
信
義

▽
片
岡
亮
◎
神
奈
川
県
▽
㈱
中
冷
◎
鳥

◆
8
月
22
日
（
水
）、
東
京
ビ
ッ
グ
サ

イ
ト
（
東
京
都
江
東
区
）
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
、「
ジ
ャ
パ
ン
・
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
ー
フ
ー
ド
シ
ョ
ー
（
主

催
：
一
般
社
団
法
人
大
日
本
水
産
会
、

白
須
敏
朗
会
長
）」
へ
行
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
こ
の
シ
ョ
ー
の
開
催
趣
旨
は

ビ
ジ
ネ
ス
を
目
的
と
し
た
展
示
商
談
会

な
の
で
、
出
展
者
の
皆
さ
ん
の
熱
い
思

い
が
会
場
中
に
あ
ふ
れ
て
お
り
、
何
故

か
私
も
テ
ン
シ
ョ
ン
ノ
リ
ノ
リ
で
回
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
会
は
全
漁

連
ブ
ー
ス
の
一
角
に
チ
ラ
シ
を
設
置
さ

せ
て
い
た
だ
き
周
知
等
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 編

集
後
記

ご
寄
附
の
お
礼

取
県
▽
浜
野
茂
夫
◎
岡
山
県
▽
日
本
漁

船
保
険
組
合
岡
山
県
支
所
職
員
◎
熊
本

県
▽
中
村
祐
一
◎
そ
の
他
▽
コ
ン
ド
ウ

テ
ル
ヒ
サ

〔
７
月
〕
◎
北
海
道
▽
神
野
東
子
―
写

真
集
売
上
の
一
部
と
し
て
◎
茨
城
県
▽

神
長
比
呂
志
◎
埼
玉
県
▽
小
野
沢
通
◎

千
葉
県
▽
平
田
淳
一
◎
東
京
都
▽
阪
井

光
平
▽
平
成
30
年
度
全
国
Ｊ
Ｆ
共
済
担

当
者
研
修
会
募
金
◎
神
奈
川
県
▽
（
一

財
）
日
本
船
員
厚
生
協
会
横
浜
海
員
会

館
（
エ
ス
カ
ル
横
浜
）
◎
兵
庫
県
▽
（
一

財
）
日
本
船
員
厚
生
協
会
神
戸
大
倉
山

海
員
会
館
（
エ
ス
カ
ル
神
戸
）
◎
鳥
取

県
▽
浜
野
茂
夫
◎
長
崎
県
▽
（
一
社
）

松
浦
魚
市
場
協
会

〔
８
月
〕
◎
宮
城
県
▽
宮
城
県
秋
刀
魚

漁
撈
通
信
協
会
―
全
日
海
東
北
地
方
支

部
経
由
◎
埼
玉
県
▽
磯
慎
一
―
亡
き
お

父
上
の
意
思
を
く
ん
で
▽
小
野
沢
通
◎

東
京
都
▽
石
﨑
信
義
▽
潮
待
茶
屋
企
業

組
合
▽
買
荷
保
管
企
業
組
合
▽
東
京
築

地
中
央
市
場
福
祉
報
徳
会
▽
認
定
（
特

非
）
ジ
ャ
パ
ン
・
カ
イ
ン
ド
ネ
ス
協
会

―
ゆ
び
募
金
▽
第
20
回
ジ
ャ
パ
ン
・
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
ー
フ
ー
ド

シ
ョ
ー
募
金
◎
新
潟
県
▽
石
添
一
儀
◎

兵
庫
県
▽
阪
神
低
温
㈱
◎
鳥
取
県
▽
浜

野
茂
夫
◎
山
口
県
▽
㈱
博
電
社
―
創
立

60
周
年
記
念
▽
堀
川
久
幸

　

7
月
9
日
（
月
）、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ア

ン
バ
サ
ダ
ー
ホ
テ
ル
（
千
葉
県
浦
安
市
）

に
お
い
て
、「
平
成
30
年
度
全
国
Ｊ
Ｆ
共

済
担
当
者
研
修
会
（
主
催
：
全
国
共
済

水
産
業
協
同
組
合
連
合
会
、
川
端
勲
会

長
）」
が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
Ｊ
Ｆ
共

済
担
当
者
約
３
６
０
名
が
集
結
し
ま
し

た
。

　

本
会
に
お
き
ま
し
て
は
大
会
主
催
者

様
ご
協
力
の
も
と
、
会
場
入
口
に
て
募

金
活
動
を
行
わ
せ
て
い
た
だ
き
、
来
場

さ
れ
た
皆
さ
ま
よ
り
温
か
い
ご
支
援
を

平
成
30
年
度

全
国
Ｊ
Ｆ
共
済
担
当
者
研
修
会

都道府県
給　　与　　奨　　学　　生 貸与奨学生

合計
幼児 小学生 中学生 高校生等 小計 大学生等

北 海 道 1 9 9 6 25 3 28

青 森 1 3 4 4

岩 手 5 5 6 16 2 18

宮 城 3 4 6 13 1 14

秋 田

山 形

福 島 1 6 8 9 24 24

茨 城 1 3 4 4

栃 木

群 馬

埼 玉

千 葉 4 2 2 8 2 10

東 京

神 奈 川 2 2 4 4

新 潟 1 1 2 2 4

富 山

石 川 2 2 2

静 岡 1 1 1

愛 知 1 1 2 2

福 井

山 梨

長 野

岐 阜

三 重 2 2 2

滋 賀

京 都

大 阪

兵 庫 1 2 3 3

奈 良

和 歌 山 4 2 1 7 7

鳥 取 1 1 1 3 3

島 根 1 1

岡 山 1 1 1

広 島 1 1 1

山 口 2 2

徳 島 1 1

香 川 1 1 2 1 3

愛 媛 1 1 2 4 3 7

高 知 1 1 1 3 3

福 岡 1 1 1

福 岡 有 明 1 1 2 2

佐 賀 玄 海 1 3 4 4

佐 賀 有 明

長 崎 4 3 7 14 14

大 分

熊 本 1 3 2 2 8 8

宮 崎 1 3 4 1 5

鹿 児 島 1 1 4 6 6

沖 縄 1 1 1

合 計 8 46 45 72 171 19 190

注：給与奨学生には特別支援学生を含む。

（2018 年 9 月末現在 / 単位：人）

都道府県別奨学生数

賜
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

大
会
主
催
者
は
じ
め
、
ご
支
援
・
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
多
く
の
皆
さ
ま

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

▲募金活動の様子


